
 

 

持続ある地域学校協働活動事業に向けて 

～地域と学校をつなぐ公民館の取組 

（ボランティア活動と公民館講座）～ 
 

           八女市黒木公民館【公立公民館】 館長 安徳 和幸 

 

１．事業名 

 ◆黒木地域学校協働活動事業（公民館に地域学校協働活動本部を位置付けた取組）  

 「学校支援・放課後こども教室における公民館が担うボランティア活動」  

「地域学校協働活動事業を支援する黒木公民館講座（ボランティア人材育成）」  

２．事業の目的 

地域学校協働活動事業の趣旨を踏まえ、地域と学校をつなぐパイプ役を公民館が

担い、持続ある地域学校協働活動事業の充実を図ることで、地域と学校が互恵関係を

生み出していくことを目的とする。  

３．事業の実施主体 

 八女市教育委員会社会教育課（八女市黒木公民館）  

４．事業予算 

   1,500,000 円（地域学校協働活動推進員・学校支援員謝金、消耗品費、保険加入等）  

５．実施に至る経緯（平成３０年度準備期間、令和元年度活動開始）  

今日の社会の急激な変化にともなって、教育への期待と課題が大きくなってきて  

いる現状を真摯に受け止め、黒木町内の公立小・中学校と地域が連携・協働し、「つ  

ながり響き合う教育へ」と高めるため、令和元年から活動をスタートした。公民館内  

に地域学校協働活動本部を設置している。地域学校協働本部には、本部長（公民館  

長）、副本部長（各学校長）３名、事務局（八女市役所黒木支所総務課職員・黒木公  

民館職員）及び地域学校協働活動推進員３名体制で企画・運営している。  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒木中学校・黒木小学校・黒木西小学校  

➊学校支援  
■農業体験  
・稲作、葡萄  
・サツマイモ  
■花栽培  
・通学路  
・校内花壇整  
備  

■学習支援  
・八女ふるさと
学習   

・教科学習  
■環境整備  
・校内除草  

➋放課後  
子ども教室  

■ サ マ ー ス ク
ール支援  

■補充教室  
■公民館講座  
・夏休み講座  
天体観測  
料理教室  
英会話教室  

・土曜寺子屋  
・黒木こども大
学 （ 体 験 活
動）  

黒木地区地域学校協働活動本部  
（八女市黒木公民館）  

地域学校協働活動推進員（３名）  
黒木小・黒木西小・黒木中推進担当  

➌公民館が主体
となる支援講座  
■学校支援ボラン  
ティア育成講座  

■高齢者大学講座  

連絡調整  要望 提言 

※地域住民等へ  
の依頼  

■自治運営協議会  
■ボランティア団体 
■関係機関   等  
 



６．事業の内容 

（１） 学校支援の取組…地域学校協働活動本部・地域学校協働活動推進員の取組 

  地域学校協働活動の三つの要素である「コーディネイト機能」「多様な活動」「継続

的な活動」を視点に学校支援に取り組んでもらっている。  

➊ボランティア人材・関係機関・地域と学校をつなぐ学校支援 

黒木地区の小・中学校での学校支援は、稲づくり・野菜づくりの農業体験、枝打ち

林業体験、八女ふるさと学習（総合的な学習）・

教科学習支援と多岐にわたっている。地域の関

係団体とのネットワークがあり、地域活動の推

進者でもある三名の推進員は、学校支援活動の

ゲストティーチャーとの連絡調整、ボランティ

ア人材の確保に活躍されている。  

また、地域学校協働活動の目的でもある学校・

地域共に互恵関係を生み出す取組にも積極的で

ある。地域公民館活動への地区内の小学生・中学

生の参加を高める仕掛けを心がけ、企画・実践に

つなげられている。  

➋自治運営協議会（地域活動）と学校をつなぐ菖蒲の里プロジェクト 

黒木西小学校では、１２種類の菖蒲苗２００                 

株（今後５００株植栽予定）を植栽した。推進

員は、校区の豊岡地区自治運営協議会による菖

蒲の里づくりの企画に、黒木西小学校児童の参

加を呼びかけた。全児童が参加し、植栽だけで

なく、定期的な草取りにも参加していく予定で  

ある。また、来年５月には、地域住民に教室を

開放した菖蒲鑑賞会が実施される。  

学校と校区の接点を作るためには、それぞれ

の想いや願いを聞き取ることが重要である。そ

のパイプ役としての推進員への期待は大きい。学校や地域の課題を収集し、学校教育

だけでなく生涯学習が息づく地域づくりに貢献して頂きたいと考える。  

（２）地域と学校をつなぐパイプ役としての公民館の取組  

➊放課後こども教室（小・中学校サマースクール ）へのボランティア人材の派遣  

黒木小学校（３日間）/黒木西小（３日間） /黒木中学校（４日間）  

支援ボランティア…【教員ＯＢ４名、黒木中学校３年４名、輝翔館３年生１名、中村学園大学生１３名 】 

 

 

 

 

 

 

【ふるさと学習「八女のお茶」学習支援】  

【子ども達への菖蒲苗の植栽支援】 



➋学校支援ボランティア人材育成講座【６日間講座】   

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動事業校からの学習支援等の要請に対

応できる地域人材育成の講座を企画。（丸つけ支援の対応・読み聞かせの仕方・子ど

もへの声かけのポイント等についての講義と学校ボランティア体験を講座内容に位

置づけ、実施している。）  

回 期日  学習テーマ  

１ 
回 

7/12 
10:00～11:30 

オリエンテーション／学校支援とは… 
南筑後教育事務所社会教育主事  

２ 
回 

8/9 
10:00～11:30 

子どもが興味を示すアイスブレイクのテクニック  
南筑後教育事務所社会教育主事  

３ 
回 

9/13 
10:00～11:30 

発達に課題のある子どもとのかかわり方    
 八女市 小学校校長  

４ 
回 

10/11 
10:00～11:30 

学校図書館とボランティア活動  
 八女市立図書館館長  

５ 
回 

11/8 
10:00～11:30 

子どもの人権について  
 八女市立隣保館館長  

６ 
回 

12/13 
10:00～11:30 

ボランティア体験と学校支援まとめ  
 八女市 小学校主幹教諭  

➌高齢者講座「黒木大学」…学びを生かす活動（第 5 回/全 10 回 令和元年 １０月 ２日 ） 

第５回  １０月の学習テーマ【ボランティア体験・ふれあい体験】  

黒木小学校  

10:00 ～

15:00 

・読み聞かせのテクニックの伝授≪講師 読書ボランティア≫  

・読書ボランティア体験≪１年生・２年生児童への読み聞かせ≫  

・ふれあい給食 ≪読み聞かせを実施した学年・クラスの子ども達と≫  

・子ども達と一緒に健康運動 ≪講師 健康運動士≫  

「黒木大学」では、地域の小・中学校との連携・協働を視野に入れた学習プログラ

ムを意図的・計画的に企画・実践している。公民館が中心となり、地域と学校が連携

する仕組みづくりを行うことで、互恵関係が生み出され、子どもと地域住民がつなが

り響き合う地域づくりができると考える。  

７．事業の成果 

〇公民館がパイプ役となることで、地域の多様な経験や技能を持つ人材や公民館利

用団体等と連携した支援体制づくりの基盤ができた。  

８．事業の課題 

〇学校と地域とのつながりを密にし、子ども達の教育環境の向上、地域の活性化につ

なげていくためのボランティア人材確保の継続性が課題である。また、地域住民・保

護者の主体的な関わりを旺盛にする啓発活動に取り組み、持続ある地域学校協働活

動に高めたい。  

・より多くの地域住民に学校への興味関心を高める仕掛け  

・地域の子どもを地域イベントに巻き込む仕掛け  

・複数人によるチームコーディネーターズの結成  

 

問合せ先 

〒 834-1216 福岡県八女市黒木町桑原 212 番地  

八女市黒木公民館 

TEL:0943-42-9730 FAX:0943-42-9730 E-mail:kurogi.kouminkan@gmail.com 


